
北川水系河川整備計画の変更に伴う住民説明会 

 

日  時：平成２６年３月１３日（木）１９：００～２０：３０ 

場  所：若狭町歴史文化館 ２Ｆ講堂 

参加住民：２２名（小浜市住民７名、若狭町住民１５名） 

 

○質疑応答 

 

 （住民）高橋～下野木橋区間で堤防の川裏側が崩壊し大型土のうが設置されている箇所が

３箇所あるが、その箇所はどのような復旧をするのか。 

 （ 県 ）その区間も含めて、復旧区間は堤防のかさ上げ、護岸設置（矢板基礎含）による

侵食防止、遮水シートで堤防への浸透防止、張芝等の同様の復旧を計画している。 

 

 （住民）今回の説明は野木川としての説明だったが、問題なのは北川の水位が上昇してい

ることであり、その影響で近年では野木川も５年周期くらいで水位が上がってい

る。橋梁桁まで水位が上がることもある。その度に宮川まで冠水している状況で

あり、北川の水位を下げることも考えてもらいたい。 

 （ 県 ）北川は国管理であり、国でも同様の河川整備計画を立て、河床掘削等の水位を下

げる工事をしている。また、県としても野木川では浚渫や伐木など流下断面を確

保する維持管理を行っている。 

 

 （住民）野木川の破堤により、小浜市太良庄では床上浸水や田んぼ８ｈａが収穫できなく

なるなど大きな被害が発生した。年配の人に聞くと今回の破堤箇所は昭和２８年

と同じ箇所とのことであるが、今回の復旧にあたってはその点はどのように考慮

しているのか。 

 （ 県 ）破堤箇所については、堤防を再構築する際に堤防として良質な盛土材を使用して

復旧する予定である。また、今回は護岸を整備することから、侵食や浸透が発生

しにくくなり、再度災害に対応した計画としている。 

 

（住民）破堤箇所では現在の堤防高から何ｃｍ程度かさ上げするのか。 

（ 県 ）一律ではないが、最大で６０ｃｍ程度のかさ上げを実施する。 

 

（住民）野木川の河床を下げるという話であるが、結局は北川の背水で野木川が破堤して

いるのだから、野木川の堤防高を北川の堤防高と同じにすることはできないのか。 

（ 県 ）野木川はセミバック堤方式であり、北川も野木川もＨＷＬは同じ高さとなってい

る。それに余裕高を計算している。計画上では同水位高を想定している。 

 



（住民）北川の水位が想定外の高さになれば昭和２８年災の繰り返しとなる。余裕高の違

いは理解しているが、やはり同じ堤防高にすることはできないのか。 

（ 県 ）整備計画の中では河川規模によって整備できる水準が異なる。支川は本川を考慮

しての整備しかできない。 

（住民）基準があるのなら仕方ないが、再び破堤が発生する可能性を低くするため、北川

の浚渫が進捗するよう県としても国に働きかけてほしい。 

（住民）北川出張所に北川の流下断面を大きくするよう要望をしてきた。現在、かなりの

土砂が河川内に堆積しており、それが原因でバックしてきたと考えている。これ

を機会に野木川内の土砂も撤去してもらいたい。 

（ 県 ）自然に配慮しながら堆積土砂は撤去し、流下断面を確保する。 

（住民）河床をもっと下げられるのではないか。矢板も打っているし堤防への影響はない

と思う。 

（ 県 ）北川の河床より下げることはできないことから、これ以上河床を掘り下げること

はできない。 

（住民）府中頭首工を下げない限り、北川の水位、ひいては野木川の水位は下がらないと

考えられるが、県としてはどのように考えているのか。 

（ 県 ）府中頭首工は国管理区間の堰であり、将来計画などを考慮して審査されたうえで

設置許可された河川占用工作物ではないかと考えている。 

 

（住民）先ほどの説明で河川整備計画の対象期間は２０～３０年とあったが、どういうこ

とか。また、野木川の計画規模が１／１０では低すぎるのではないか。河床を２

０ｃｍ下げて、堤防を６０ｃｍかさ上げするとどの程度変わるのか。今までの説

明では原形復旧にしか聞こえない。さらなる降雨にも耐えられるようにしてもら

いたい。この際、破堤区間前後だけではなく、野木川全体の計画を見直してみて

はどうか。 

（ 県 ）河川整備計画の２０～３０年は計画規模を示したものではなく、計画的に工事を

実施する期間を示したものである。河川改修は非常に年月がかかる。今回の野木

川は災害復旧工事も含まれているため、１、２年での施工を予定している。また、

計画規模は流域面積や資産規模、河川の形態などから県の基準で１／１０と決め

ている。 

 

（住民）環境保全も大事であるとのことであったが、住民としては、自らの生命、財産が

一番大事である。遠敷川は霞堤なので、県道が頻繁に冠水している。農業用水は

ほしいが、時期によっては水はいらないと我儘を言っているのはわかっているが、

野木川だけでなく遠敷川や鳥羽川も含め北川水系全体での計画をぜひ考えてほ

しい。また、やはり自然よりも住民最優先として整備をしてほしい。 


